
第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法

上越商工会議所
（謙信公）

謙信公聖地構想に基
づく春日山城の振興
／上越・上田・甲
府・三国同盟推進事
業

○ 継続 地域内外への情報発信不足
人口減少社会において
交流人口を増やすこと
で外貨獲得を目指す。

三国同盟、必勝祈願の旅を通じた相互送客や情報発信を強化す
る。
①県外市外の観光イベント・商談会への出展
全国山城サミットin上田・坂城大会、観光マッチング商談会への
出展等
②必勝祈願の旅の催行、並びにろくもん・雪月花相互乗入れ事業
の実施
③電子媒体を活用した三国スタンプラリー等の実施
個人旅行をターゲットに上越・上田・甲府を周遊させる仕組みづ
くり
④観光事業者の観光マインド醸成事業
観光事業者を連れて全国商工会議所観光振興大会への参加等

上越市商工会連絡
協議会

経営発達支援事業 ○ 継続

協議会組織であるため母体の
各商工会が具体的事業に取組
むこととなります。商工会の
構成員は多くが中小企業で、
地域社会と相互依存関係にあ
ります。そのため地域資源を
活用した事業や地域住民を対
象とした事業を多く実施して
きました。しかしながら人口
減少により、地域内経済循環
の仕組みがうまく機能しなく
なっています。

商工会員の経営支援に
より持続的地域社会の
構築に努める。
現状の経営支援に加え
経営革新の支援や創業
支援を行っていく。

地域資源を活用した特産品開発・観光振興では、地域住民からも
積極的に参画していただき、自分たちの地域資源であるとの認識
を深めてもらい商品等のファンとなってもらう。開発段階から販
売面に踏み込み継続的事業経営スタイルを確立する。近隣と連携
することで、具体的販売実績に結びつけていく。
イベント等により地域コミュニティの再構築と近隣との連携によ
る販売促進支援により商工会員の事業機会を創出していく。

（商工会会員の多くが中小企業であり、中でも家族従業員のみの
小規模事業者の比率が高い。「しごとづくり」も広義で解釈すれ
ば、小規模事業者は本人の働く場を自ら創出している。また、小
規模事業者の持続的発展を支援することで、中小企業や大企業の
成長発展につながり雇用の確保につながる。）

えちご上越農業協
同組合

農業後継者雇用制度
の創設

○ 新規

農業従事者の高齢化が進み担
い手不足が深刻化している
中、若手農業者の確保を積極
的に進めていく必要がある。
明日の農業を担う農業後継者
の育成確保により、地域農業
の発展に寄与する。

農業後継者雇用制度を
創設し、就農希望者を
ＪＡで３名程度雇用す
る。

・農業後継者の育成を目的に、就農希望者を対象にＪＡでの業務
や研修を通じて営農技術と経営知識を習得してもらう。
・ＪＡ内各部門の勤務通じ、知識の習得と農業分野の情勢把握や
関係機関との人脈づくりが期待できる。
・雇用契約（原則３年間）終了後、農業後継者として就農する。

団体名 事業名
総合戦略の分野 事業の概要
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

えちご上越農業協
同組合

婚活イベントの実施 ○ 継続

独身男女の未婚化・晩婚化に
より、少子高齢化が進む中、
出会いの場を提供するイベン
トを企画するが女性の参加者
が少ない。

イベント年４回企画

・独身男女の出会いの場を提供するイベントを企画・実施。
　地元野菜を使用したＢＢＱや地産地消の料理実習などを企画す
る。（食と農に関する情報提供も併せて行う）
　独身男女の出会いの場としてマッチングも行う。

えちご上越農業協
同組合

子ども（保護者含
む）への食農教育・
講座の実施

○ 継続

子どもの食の偏り、朝食の欠
食など生活習慣病の低年齢化
など、健康への影響が懸念さ
れる中、食だけでなく農業と
結びつけることにより健全な
育成を目指す。

・親子教室（ちゃぐり
ん道場）年８回開催
・学校等への出前講
座の実施（年１０
回）

・小学生親子を対象とした親子教室や学校のＰＴＣ活動との連携
による出前講座の開催。食農に関する理解を深めてもらうための
内容を企画し、こどもの健全な成長に寄与する。

えちご上越農業協
同組合

消費者参加型農業体
験・視察ツアー

○ 新規

地域の主産業である農業に対
し、管内で生産されている農
畜産物の情報提供や、地産地
消に対する理解を高める活動
を積極的に展開する必要があ
る。消費者の理解を現場を消
費者から知ってもらうこと
で、地域への理解・愛着の向
上と地元農畜産物の消費・販
売拡大につなげたい。

消費者の農への理解向
上と地元農畜産物の
ファン拡大を目指す。

・消費者による農業の現地圃場巡回や農作業体験ツアーの実施。

えちご上越農業協
同組合

新規就農希望者向け
農業体験

○ 新規

農業従事者の高齢化が進み担
い手不足が深刻化している
中、新規就農者の確保を積極
的に進めていく必要がある。
農業を始めたいと考えている
人が農作業の実体験をする機
会をつくり新規就農者確保に
つなげたい。

農業に興味があり、農
業を始めたいと考えて
いる人に対し、農作業
を体験できる機会を設
け、新規就農者を確保
する。

・当地域に就農する意欲ある人を対象に、農業農人等各組織と連
携し農業体験機会を提供する。
・水稲、園芸、畜産等参加希望者に沿った体験内容を用意し、1
回の体験を概ね3日～1週間程度とし、年2回程度体験できる人を
募集する。
・新規就農者の受入れを希望する法人等経営体と連携し、就農受
入れ先を確保する。
＜農業体験のメリット＞
・農作業の実体験ができ、作物に対する関心が高まり、やりがい
を感じることにより就農に向けたイメージが立てられる。
・プロの農家から栽培 技術 や飼育方法など直接指導を受け、農
業知識と経営の助言を受けることが出来る。
・農業開始時にはＪＡの総合事業（営農指導、生産資材、農業機
械、農業資金 ）での極め細やかな相談を受けることが出来る。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

上越公共職業安定
所

子育て女性等に対す
る再就職支援の推進

○ 継続

・出産、育児等の理由で離職
した方について、その希望等
に応じ働きやすい環境を整備
し、再就職支援を推進する必
要がある。

・子育て女性等の就職
促進

○再就職支援の推進
・子育て女性等に「マザーズコーナー」を周知し利用の促進を図
る。
・各種子育て支援サービス等に関する情報提供の実施。
・求職者ニーズを踏まえた担当者制による就職支援の実施。
・子育て女性等を対象としたセミナーの開催。
・新潟県、上越市等の関係者による協議会を開催し、総合的な支
援の実施。

上越公共職業安定
所

新規学校卒業予定者
等に対する就職支援

○ 継続

・高校卒業予定就職希望者に
ついては、地元企業の求人が
増加している中、企業の周知
及び就職後の職場定着を進め
る必要がある。
・高校卒業段階で全体の概ね
３／４程度の生徒が進学し、
大半が地域外へ転出すること
から、その進学先を卒業する
際に地元への就職を進める必
要がある。

・高校卒業予定就職希
望者の地元企業への就
職促進
・大学等卒業予定者の
地元企業への就職促進

１．高等学校卒業予定者に対する就職支援
　・高等学校と連携した個別就職相談の早期実施
　・応募前企業説明会の実施
　・高校学校と連携した就職後の職場定着支援の実施

２．大学等卒業予定者に対する就職支援
　・大学等就職ＷＥＢ提供サービスの活用
　・郷土就職ゼミナールの開催

上越公共職業安定
所

U・Iターン希望者に
対する就職支援

○ 継続

・進学等により上越市から転
出した方のうち地元へのUター
ン希望者へのサポートが必
要。
・将来労働力人口が減少する
中で、企業の人材確保の観点
からもU・Iターン希望者への
就職支援が必要。

・上越市へのu・Iター
ン希望者の就職促進

１．U・Iターン希望者へ、にいがたUターン情報センターと連携
した就職支援を実施
　
２．U・Iターン希望者に対して、ハローワークの全国ネットワー
クシステムを活用した　就職支援の実施。

農研機構中央農業
研究センター

新品種・新技術によ
る地域農業の競争力
強化

○ 継続

上越市の水稲作付面積は全国
第４位であり，農業は重要な
地域産業の一つであるが，全
国的に農業者の高齢化が進む
中，担い手の確保が喫緊の課
題となっている。

上越市の農業をより魅
力のあるものとし，若
者を中心に新たな担い
手の参入，定着を実現
する。

・上越市やJA越後上越等，関係機関との連携のもと，水稲や大麦
などの新品種の普及，加工利用促進の活動を実施する。
・水稲の低コスト生産技術、大豆や飼料米の生産技術等々、水田
農業に関わる新技術について、技術指導等の活動を積極的に実施
する。
・農業者，消費者向けの農業イベントとして，「農研機構マッチ
ングフォーラムin北陸」を開催し，北陸地域農業の活性化，競争
力強化に繋がる活動を展開する。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

農研機構中央農業
研究センター

農業と科学技術に対
する市民理解の向上

○ 継続

上越市の将来を担う子供たち
にとって，地域産業である農
業について学ぶことは重要で
あり，食べ物の大切さや地球
環境の重要性に関する理解を
通じて，地域への理解・愛着
が深まることが期待される。

農業と食に関する理解
を通じた上越地域への
愛着向上

・農業試験研究機関の社会貢献的な活動として，小学生を対象と
する「食と農の科学教室」の開催に取り組む。同様に、農業高校
生，農業者，農業関係者等を中心とした学習・見学対応にも積極
的に取り組む。
・広く一般市民向けのイベントとして，一般公開を開催し，研究
成果の展示，講演会，育成品種の試食，実験・体験等の企画を通
じて最新の農業技術に関する情報提供を行う。

上越地域振興局
（健康福祉環境
部）

生涯を通じた女性の
健康支援事業

○

女性特有の身体的特徴による
心身の悩みや課題に対応する
ため、健康づくりの普及啓
発、相談体制の構築を図る。

女性が健やかに妊娠・
出産・育児期から更年
期を迎えられるように
する。

〇女性が抱える様々な健康に関する相談の窓口（電話及び来所）

〇普及啓発
・ホームページ、市の広報、地元新聞等を通じて正しい知識の普
及啓発

〇検討会を開催し、関係機関のネットワークを構築するとともに
事業を実施する

上越地域振興局
（健康福祉環境
部）

不妊に悩む方への特
定治療支援事業

○
高額な医療費がかかる特定不
妊治療に対し、経済的な負担
軽減を図る。

子どもを望んでいる夫
婦に対して、経済的な
負担を軽減し、安心し
て妊娠が迎えられるよ
うにする。

〇助成の対象となる方
・特定不妊治療を受けた法律上の婚姻をしている夫婦であって、
次の（１）～（３）の全てに該当する場合。
（１）特定不妊治療以外の治療法によっては、妊娠の見込みがな
いか又は極めて少ないと医師に診断された方
（２）夫又は妻のいずれか一方又は両方が新潟県内（新潟市を除
く）に居住している方
（３）治療期間の初日における妻の年齢が４３歳未満である方

〇対象となる治療
・新潟県知事が指定した医療機関で行う体外受精及び顕微授精
（凍結胚移植を含む。）です。
　医師の判断に基づき、やむを得ず治療を中止した場合について
も、卵胞が発育しない等により卵子採取以前に中止した場合を除
き、助成の対象となります。

〇申請の方法など
・助成内容や回数及び申請書類等は、上越地域振興局健康福祉環
境部　地域保健課にお問い合わせの上、申請してください。郵送
による申請も受け付けています。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

上越地域振興局
（健康福祉環境
部）

こころと身体の健康
相談

○

妊娠・出産・育児をはじめ、
ライフサイクルの中で、様々
なこころと身体の不調を抱え
ることがある。様々な健康不
安に関する相談窓口であり、
病気やその予防について、正
しい知識の提供、日常生活へ
のアドバイスや保健指導を
行っている。

住民が抱えるこころと
身体の健康不安に対し
て、保健師・管理栄養
士・精神保健福祉相談
員等が相談に応じるこ
とで、不安の軽減や解
消を図る。

こころと身体の健康不安に関わる相談を無料で受けています。
〇電話相談
　・対応時間：平日８時３０分～１７時１５分
　・電話番号：０２５－５２４－６１３２（地域保健課直通）
〇来所相談
　・対応時間：平日８時３０分～１７時１５分
　・面接での相談対応は、原則として、事前の予約が必要です。

上越教育大学 公募型地域貢献事業 ○ ○ 継続

本事業は、上越市における課
題の解決や地域の活性化に資
する各種事業を学内で募集
し、令和元年度は「上越市地
方創生推進事業補助金」を活
用して事業を実施した。各種
事業への参加者や関係者の
ニーズを把握し、引き続き、
上越市の地域活動の活性化や
地域振興につながる事業とな
るよう改善・充実を図ってい
くこととしているが、事業継
続のための予算の確保が課題
（特に学内予算）である。

上越市に立地する大学
として、様々な分野の
教育・研究成果を上越
市の地域活動の活性化
や地域振興、上越市に
暮らす子どもたちの支
援などにつなげる。

「組織的な地域交流」「地域貢献」につながる事業や「地域の活
性化」「地域振興」につながる事業を「公募型地域貢献事業」
（以下、本事業。）として、学内の教員から各種事業を募集・実
施しすることで、本学教員の教育・研究成果を広く地域社会に還
元する。また、事業の企画にあたっては、その内容や成果等が本
学学生に反映できるものであることのほか、本学学生以外の学外
者（学校・教育関係者や地域住民等）が参加できるものであるこ
とを求める。
なお、本事業は、毎年度、学内の教員から各種事業を募集し、別
途定める審査基準により審査・採択する。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

上越教育大学

外国人留学生の雪国
宿泊体験（スキー等
を含む）による上越
市の国際化推進事業

○ 継続

事業に参加した外国人留学生
から、上越市の魅力について
より多くの留学生に情報発信
してもらう。

・スキー等の雪国体験
を通して、冬の上越市
の魅力に気付かせる。
・外国人留学生からの
情報発信を通して、上
越市の国際化を推進
し、地域の活性化に資
する。
・外国人留学生の上越
市における生活を、体
験を通して充実させ
る。

スキー発祥の地である上越市の地域性を生かし、ほとんどスキーをしたことのない外
国人留学生に宿泊を伴うスキー等の体験を通して、冬の上越市の魅力に気付かせる。
その魅力を参加した外国人留学生の出身国の人々や友人である他の外国人留学生等に
情報発信してもらうことにより、上越市の国際化を推進するとともに、地域の活性化
に資する。
なお、具体的な情報発信の方法として、次のような取り組みを予定している。
・上越教育大学のホームページにおいて事業内容を掲載することで、海外の交流協定
締結大学の学生に上越市の魅力を広く紹介する。
・留学生から、本事業を通して知ることができた上越市の魅力について、SNS、メー
ル、口コミ等により、広く紹介してもらうよう働きかけを行う。
・上越市のまち・ひと・しごと創生推進協議会のSNSページを活用させていただき、
事業内容を紹介する。
・本年度新たに作成したホームページの「上越教育大学留学生ネットワーク」に本事
業におけるスキー等の情報を掲載する。
昨年度は，本学に在学している留学生から情報を発信してもらっていたが，このホー
ムページは，本学を修了した留学生に対して情報発信をするもので，本国に帰国した
留学生に見てもらうことで広く海外に紹介する。
・本学に在学している留学生については，毎年，修了生と新入生により入れ替わりが
あり，本年度は新入生として２０人程度の留学生が入学した。
　このことにより，昨年度とは異なる留学生が参加することで，情報発信の幅が広が
り上越市の魅力を新たに紹介することができる。
・参加した留学生にアンケートを行い，本事業の魅力的なところ及び外国人留学生の
目線から見た上越市の魅力的なところや意見等を記載してもらい上越市の国際化推進
の参考としていただく。
　収集したアンケートについては，集計を行い上越市に提出する。

新潟県立看護大学
市民公開講座及び上
教大との連携公開講
座

○ ○ 継続

・医療分野の著名な知識人や
先駆的な取り組みを行ってい
る実践者を招いた市民公開講
座を開催している。
・本学と上越教育大学は地域
社会に貢献することを目的と
して協定を締結し、お互いの
大学が持つ資源を活用した公
開講座を開催している。

・看護・医療・福祉・
教育分野の研究や実践
に関する新しい知見や
トピックスについて講
座を開催し、地域住民
に学習の機会を提供す
る。

・市民公開講座
「小児肝移植から学んだこと」をテーマに、著名な学識者を講師
に招く。
参加費無料、参加者約270名（令和元年度実績）

・看護大・上教大連携公開講座
「長寿の秘訣！健康で豊かに生きる」をテーマに、両大学の教員
各２名が講師を務める。
参加費無料、参加者約140名（令和元年度実績）

新潟県立看護大学 いきいきサロン ○ ○ 継続

健康に関心のある地域の住民
と、看護や健康等の専門家と
の交流の場として、平成21年
度から開催している。

地域住民が気軽に大学
に足を運び、健康につ
いて関心を寄せ、学び
合う場を目指す。

全６テーマで実施する。
・腰痛症　そんなに心配しなくても大丈夫ですよ
・リラックスできる温泉の入り方・選び方
・知っておきたい耳、鼻、のどの病気とその対策
・これならできそう　運動療法　～糖尿病予防　できることから
はじめましょう～
・ストレングスを活かした豊かな暮らしについて
・認知症になっても笑顔で暮らしたい

講師は本学教員の他、医療機関院長等が務める。
参加費無料、参加者各100名前後（令和元年度実績）
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

新潟県立看護大学
看護職学習支援公開
講座及びバーチャル
カレッジ

○ ○ 継続

現職の看護職はもちろん、潜
在看護職へのリカレント教育
を推進する活動を実施してい
る。

新潟県内、特に上越地
域の看護職の総合的な
資質向上を目指し、
様々な学習及び研修の
機会を提供することに
より、県民のヘルスケ
アの充実を目指す。
加えて、卒業生の卒後
教育も視野に入れた看
護職の復職支援を行
う。

看護職学習支援公開講座
・看護応援トピックス　　　２コース
・看護研究支援　　　　　　９コース
・看護現場に活かす　　　　２コース
講師は本学教員の他、医療機関認定看護師等が務める。
参加費1,000～3,000円、定員各10名～80名

バーチャルカレッジ
・インターネットを利用し、本プロジェクトホームページ上へ掲
載された動画等の教材を用いて学習することができるプログラ
ム。受講者の学びの場や時間を限定せず、インターネット環境さ
えあればいつでもどこでも繰り返し学ぶことができ、自分のペー
スで学習することができる。
・参加費無料、ただし会員登録が必要

新潟県立看護大学 出前講座 ○ ○ 継続

平成26年度より地域貢献の一
環として、教育機関、市民団
体及び企業等の求めに応じ
て、本学教員が出向いて講義
等を行う出前講座を実施して
いる。

・本学教員が地域に出
向くことで大学を身近
に感じてもらう
・本学教員の研究成果
等を地域へ還元する
・地域住民への生涯学
習の機会を提供する

一般向け全13テーマ
・いざというときに役立つ“子どものホームケア”
・認知症のこと知りたい
・薬物依存症　　　　　　他

看護職・介護職向け全６テーマ
・看護職・介護職のための緩和ケア講座　他

講師は本学教員、講師料及び謝金等は不要、旅費を負担していた
だく。
実施件数22件、参加者延べ769名（R2.2.3現在）

上越信用金庫
上越市創業支援ネッ
トワーク事業

○ 継続

・課題となっている地域内の
事業所の減少や生産人口の減
少等を抑制するため、地域内
の創業、第二創業を目指す対
象者の方々にワンストップで
対応ができるよう、今後も連
携する各支援機関のネット
ワークを活かした創業しやす
い環境を継続的に整備して行
く必要がある。

・年２回程度の創業支
援セミナーの開催。
・ネットワークを活か
した各種創業支援に係
る事業の促進。
・連携機関の各種連携
連絡会議の開催による
事業の運営、管理。

・当金庫が、上越市、上越商工会議所、日本政策金融公庫、地元
金融機関５行（第四銀行・北越銀行・八十二銀行・大光銀行・新
潟縣信用組合）と連携し、「上越市創業支援ネットワーク」（平
成２５年８月組成）を運営。行政や経済団体、金融機関などの情
報、ノウハウを集約し、創業しやすい環境を整備しながら創業を
促進することで、雇用の機会の創出を踏まえた地域経済の活性化
に結びつける。
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しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

上越信用金庫
上越地域連携プラッ
トホーム事業

○ 継続

・今後の地域経済の活性化の
ためには、企業の経営改善や
販路拡大、事業承継等、企業
の抱える様々な課題の解決に
向けた取組みについて、地域
の商工団体や金融機関等が支
援機関として連携し、一丸と
なって推進を行ってゆくこと
が必要である。

・合同セミナー（事業
承継）の開催。
・各種ビジネスマッチ
ングへの支援。
・支援機関連携連絡会
議等の開催による事業
の運営、管理。

・当金庫が代表機関となり、上越商工会議所、新井商工会議所、
糸魚川商工会議所、新井信用金庫、糸魚川信用組合の５機関と連
携し、登録支援機関「上越地域連携プラットホーム」（平成２５
年９月組成）を運営。専門家派遣、合同セミナーの開催、ビジネ
スマッチングの取組み、連携連絡会議の開催、合同研修会の開催
等により、地域の支援機関が連携し、地域の中小企業・小規模事
業者へのビジネス創造や経営改善・革新等のサポートを行うこと
で、地域経済の活性化を図る。

上越信用金庫
Ｍ＆Ａ等業務に係る
関連企業との連携事
業

○ 新規

・当地域には後継者難や業績
低迷から中小企業者等のＭ＆
Ａ等のニーズが潜在的に多く
あるにも関わらず、事業承継
に関する多面的な相談の場も
少なく、一人で自主廃業の道
を選択される経営者が増加傾
向にあり、廃業により、技
術・顧客の承継はもとより、
地域の働く場が縮小され、人
口減少にも拍車をかけている
現状から、事業承継は喫緊の
重要課題となっている。

・連携機関での勉強
会、研修会の開催。
・相互間の協力体制を
活かした事業承継、Ｍ
＆Ａに係る支援。

・当金庫と地元の税理事務所２社の３者が、Ｍ＆Ａ等の案件の成
約に向け、連携機関相互に協力をすることを目的とした業務提携
に関する協定を結び、事業承継、Ｍ＆Ａに向けた支援について継
続的にサポートを行うことで、地域経済の活性化を図る。

上越信用金庫
各種ローン等の円滑
な提供

○ ○ 継続

・若い世代の経済的安定、結
婚、出産、子育てへの支援、
仕事と生活の調和（ライフ
ワークバランス）を図るた
め、金融機関の本業を意識し
た課題解決支援が必要とされ
る。

・通年を通した、仕事
と生活の調和（ライフ
ワークバランス）に
沿った各種ローン
（カードローン、マイ
カーローン、教育ロー
ン、ブライダルロー
ン、住宅ローン）の提
供。

・経済負担を考慮した金利優遇。
・地域に就職する若年層、地元出身の新社会人、Ｕターン、Ｉ
ターンへの新社会人や移住者（移住希望者）への支援。
・あらゆる場面での円滑な資金提供を支援し、結婚、出産、子育
てしやすい環境の整備を行う。

上越信用金庫
ふるさと絆プロジェ
クト事業

○ 継続

・地域金融機関として、金融
のみならず、あらゆる分野で
地域貢献を行ってゆくことが
大切であるという理念に基づ
き、当金庫全体で取組む「ふ
るさと絆プロジェクト」を推
進する。

・役職員全員参加によ
る地域貢献活動への積
極的な参加。

・各地域行事への積極的な参加。
・小学生図画・版画展覧会の開催。
・幼年野球への支援。
・小・中・高校生の会社見学等の受入による金融リテラシー教育
に係る活動。
・上越市「中山間地域支え隊事業」への企業登録及びボランティ
ア派遣による支援活動。
・地域経済の景気動向調査活動。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

連合新潟上越地域
協議会

働くことを軸とする
安心社会の実現

○ 継続

私たちの日常は、多くの人た
ちが働き、互いに支え合うこ
とで成り立っています。これ
までの日本は、世界にも類を
みない「雇用社会」を実現
し、雇用を軸とした生活保障
の仕組みを構築してきまし
た。
　しかし、市場万能主義、
ルールなき経済のグローバル
化が進展するなかでさまざま
な分野で格差が拡大し、人と
人との絆、社会の持続性その
ものが大きな危機に直面して
います。

連合は、めざすべき社
会像として「働くこと
を軸とする安心社会」
を掲げ、「働くこと」
に最も重要な価値を置
き、自立と支え合いを
基礎に、誰もが公正な
労働条件のもと多様な
働き方を通じて社会に
参加できる社会の実現
にむけた取り組みを推
進しています。

具体的には、働く人の視点に立った５つの「安心の橋」を架ける
運動に取り組むことで、活力にあふれ、自己実現に挑戦できる参
加型社会を推進しています。あわせて、「働くことを軸とする安
心社会」を支える基盤構築のために、地方分権を進め、公平な負
担にもとづく持続可能な社会の構築をめざしています。
①働くかたちを自由にする橋(ライフステージに応じた、柔軟で
ディーセントな働き方を整備する。)
②失業と雇用をつなぐ橋(職業紹介、職業訓練、所得保障の一体
的支援で、スムーズな復職をサポートする。)
③家族と雇用をつなぐ橋(子育てや介護を社会全体で支え、男女
平等参画社会を構築する。)
④教育と雇用をつなぐ橋(「貧困の連鎖」を断ち切り、学ぶ場か
ら働く場へ円滑に移行できる制度を確立する。)
⑤退職と雇用をつなぐ橋(高年齢者の知識や経験を社会に活か
し、老後の安心を保障する制度を構築する。)

連合新潟上越地域
協議会

労働何でも相談ダイ
ヤル

○ 継続

20数年前は、賃金関係と解雇
（雇用関係）、不利益変更
（労働契約関係）の3つで相談
内容のほぼ9割を占めていた。
いずれも、法律などに照らし
て解決の見通しがつくケース
だ。ところが、この10年でそ
の構図が大きく変わった。差
別、労働時間関係、退職関
係、つまりパワハラやマタハ
ラ、長時間労働、高齢者雇用
に関する相談が急増してい
る。

通年にわたる労働相談
窓口の設置。

「なんでも労働相談ダイヤル」(フリーダイヤル0120-154-052)
は、全ての労働者の悩みや様々な労働の問題（解雇・労働条件切
り下げ・賃金不払い・有給休暇・ハラスメント等）の相談にのっ
て、企業の一方的な都合で労働者の権利・利益が損なわれること
を防ぐ。

上越市町内会長連
絡協議会

町内会長まちづくり
の集い

○ 継続

・今年（7/10開催）の参加者
を対象に行ったアンケートに
おいて、「来年度の内容とし
てどのようなものを希望する
か。」との問いに、「まちづ
くりの参考となる講演」が
35％、次いで「他の町内会の
活動事例」が27％であった結
果等を踏まえ、次年度以降の
実施内容を検討する。

・町内会長をはじめと
する地域コミュニティ
の核となる方々に対
し、地域が抱える課題
等について共有すると
ともに、その課題等の
解決につながるような
情報を提供する場とす
る。

○地域コミュニティの核である町内会を代表する町内会長に対し
て、地域づくりに関する情報を提供し、市とともに地域づくりを
進める意識の醸成を図ることを目的に、平成23年度から市と上越
市町内会長連絡協議会の共催事業として実施している。
・令和元年度は7月10日に開催し、参加者は625人（町内会長474
人、町内会役員など151人）であった。

○実施内容（基本フレーム）は以下のとおり。
　・上越市町内会長連絡協議会長　あいさつ
　・上越市長　あいさつ
　・町内会活動事例紹介（3団体）
　・講演（専門家講師）
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

上越市小中学校Ｐ
ＴＡ連絡協議会

研究大会事業 ○

今の社会はいじめ問題・SNS等
ネットの問題・安全安心につ
いて等様々な問題があり、子
育てが難しい社会となってい
ます。
これらについて、理解し、対
策を考えていく必要が急務で
ある。

子どもたちのために多
くの保護者や学校・地
域の方に参加して頂
き、共に学べる機会を
作る

上越市小中学校PTA連絡協議会　研究大会
内容等は未定

上越市小中学校Ｐ
ＴＡ連絡協議会

交流会事業 ○

今の保護者は個々に孤立して
いる場合があります。
共に相談、協力して子育てが
出来るようにする機会を設け
たい。

保護者同士の交流を図
る

上越市小中学校PTA連絡協議会　交流会
内容は未定
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

金谷北地区農村元
気会

古道を生かした農村
集落の活性化

○ 新規

 農村集落は、少子高齢化のた
めに集落維持すら困難な状況
にある。
 ところで、春日山には古くか
ら使われてきた古道がたくさ
んある。これらは生活道路で
はあるが、崖くずれや高速道
路建設などで使われなくなっ
てきた。これを通行できるよ
うにして散策道として活用
し、正善寺や滝寺の維持活性
化を図る。

◎今年度は城ケ峰から
正善寺ダムへ降りる道
を整備しようと思う。
○年3回（4月、7月、11
月）のイベントの実施
　　　4月　　桑取り道
と九十九曲がり道を活
用したコース。春日山
城本丸と城ケ峰を往復
する。
　　　7月　　南三の丸
砦めぐりコース
　　　11月　上正善寺
開発センター～南三の
丸～権現堂～正善寺工
房（または上正善寺開
発センター～九十九曲
がり道～城ケ峰～正善
寺ダム～上正善寺開発
センター）いずれの
コースにするかは、後
者の開通次第。

○イノシシの肉を食う
会の実施
○HPを作る、FACEBOOK
の発信
　　　・ボランテア
（作業員）の募集
　　　・イノシシの肉
を食う会の募集
　　　・散策会の募集
　　　・スタンプラ
リーの公表
　　　・首都圏の客の
募集（散策会やイノシ
シの肉を食う会など）

◎竹内建設から協力してもらい、正善寺ダムから尾根筋まで歩行
者用通路を付け尾根筋の道と直結させる。
○年3回のイベントを実施する。

○イノシシの肉を食う会を会費2500円で実施する。（町内、近隣
町内）

○スタンプリーを公表し、実施する。

○HPを作る（春日山の周りの古道の紹介、古道散策会のDVDや祭
りのDVDの公表）を発信する。

○FACEBOOKでの発信
　　　・年3回のイベントの発信
　　　・イノシシの肉を食う会の発信
　　　・スタンプラリーの公表路発信
　　　・ボランテイア募集の発信
　　　・イベント募集の発信
　　　・首都圏の客の募集（散策会やイノシシの肉を食う会）
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

元気な農業づくり
推進協議会

上越市中山間地域元
気な農業づくり推進
事業

○ ○ 継続

　中山間地域等直接支払制度
の活用により、農地は保全さ
れているが、高齢化と後継者
の不足から担い手不足が深刻
である。
　また、地域マネジメント組
織の活動内容は、組織によっ
て差があり、中山間地域等直
接支払交付金の事務や、機
械・農地の利用調整等の機能
を果たせていない組織があ
る。

　農地の保全と担い手
育成を推進するととも
に、地域マネジメント
組織を核として中山間
地域の活性化を行う。

　中山間地域等直接支払交付金や市補助事業を活用し、農地保全
と担い手育成を推進することにより、中山間地域農業の振興を図
る。
　また、地域マネジメント組織の代表者と定期的に各種制度の情
報提供や意見交換を実施する。
○中山間地域振興作物生産拡大事業、農産物等庭先集荷サービス
事業、ふるさと玉手箱事業による支援（市補助事業）
○推進協議会、研修会等の開催

上越発酵食品研究
会

発酵食品の開発促進
と「発酵のまち上
越」のＰＲ

○

市外における認知度がまだま
だないことが課題であり、消
費者の購買動機としてはなり
えていない。

「発酵のまち上越」の
イメージ確立

・ブランドイメージの発信･･･継続した「発酵のまち上越」の魅
力の発信
・売れる商品開発･･･商品の磨き上げや新商品開発の促進、農商
工・産学連携マッチング
・販売促進･･･ＰＲ機会の提供、飲食店等出口とのマッチング
・利用シーン拡大･･･飲食店における地域発酵食品を活用したメ
ニュー化の促進
・次世代継承･･･次の世代への継承

食の工房ネット
ワーク

保坂邸交流事業 ○ 新規

保坂邸保存に協力し交流人口
を増やす。
お土産用の加工品の開発
（きゃらぶき、ふき味噌）
保全、保存に食を通じて関わ
りを持つ

保坂邸での販売商品の
提案
保坂邸を知る

※保坂邸に自生しているふき、ふきのとうなどを試験的に使い加
工品を作り、イベントの時に販売をする
※イベントを行う時の食に関わる事を企画を行う

雪だるま財団
自然エネルギー推進
事業

○ 継続

雪の利活用を図ることを目的
に設置した経緯もあり、自然
エネルギー推進事業をメイン
として活動している。社会的
に再生可能エネルギー活用の
取組が求められている中、雪
国に賦存する雪という地域資
源を活用し事業展開を図って
いる。

①雪室の活用促進。
②雪室を活用した商品
開発や付加価値化に取
り組み、雪室商品の地
域ブランド定着に向け
て取組を進める。
③雪を核としたイベン
ト、雪国文化の発信な
どに取り組み、地域へ
の愛着を目指す。

○雪室活用事業
（1）雪室貯蔵の技術、効果などについて情報提供する
　　・雪室の見学、説明等の対応
　　・事業者に対し貯蔵アドバイス等を行う
（2）地域ブランド化の支援
（3）雪室設計、利雪技術支援など
　
○雪国の情報発信
（1）雪穴や雪室という文化を後世へ残していくため、上越地域
の雪国文化の情報収集等を行う
（2）雪を活用したイベント等の事業提案、協力、情報発信等
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

雪だるま財団 ふるさと交流事業 ○ 継続

　越後田舎体験の受入を始め
てから20年。事業開始当時と
受入の環境も変わり、受入の
中心である山間部の人口減・
高齢化は、受入民泊家庭の当
初の3分の1ほどにまでに激減
している。あわせて、体験指
導者等の高齢化や宿泊施設の
廃業、施設の老朽化など様々
な面で支障をきたしている。
　平成29年と30年に農水省の
農泊推進事業を行っているが
収入に結びつく事業展開は難
しい。今後取り組む方向とし
て、学校団体に限らない受入
拡大（一般・企業・ｲﾝﾊﾞｳﾝ
ﾄﾞ）が必須である。

上越地域における地域
資源を活用した体験型
観光交流事業を実施
し、地域内で連携を図
りながら、観光交流人
口の拡大を目指す。

体験型観光交流の受入及び促進

（1）大人・企業・インバウンドなど様々な顧客ニーズに応えら
れるよう、地域・人・施設等の連携を図り、新しい体験プログラ
ムの検討、既存のプログラムのレベルアップ、受入れの課題解決
などを図る。
　例）個人旅行、インバウンド等、体験・交流を含めた観光事業
として、ターゲットに応じた商品を開発し販売する。

（2）受入地域の拡大、インストラクターの人材育成
　例）体験活動に関する指導者等の人材育成のための研修・セミ
ナーの実施

（3）営業・情報発信を行ない、農泊の推進も継続していく。

株式会社大光銀行
しごとづくり部会
まちの活性化部会

○ ○ ○ ○ 継続

・地方創生は、長期的視点に
立って取り組む必要があるこ
とから、第１期総合戦略の事
業を継続して行っていく。
・地域社会、経済の活性化に
は、地域金融機関が果たす役
割は重要であることから、総
合戦略実現に向け積極的に関
与していく。

各政策分野の基本目標
の達成

「第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の実現に向け
て、各種金融支援、非金融サービス、情報提供等の多面的な商
品・サービスを提供する。
＜実施方法＞
・創業者や地域企業への金融支援、非金融サービス、情報提供等
・クラウドファンディングを活用した地域産品のPR
・「空き家対策ローン」（空き家リフォームローン、空き家解体
ローン）の活用
・「リバースモーゲージローン」の活用
・「医療・介護・福祉」分野、「農業・六次産業化」分野、「環
境・エネルギー」分野、「創業・第二創業」分野、「事業継承・
M＆A」分野への支援
・ビジネスマッチング、商談会等の販路開拓の機会提供
・各種セミナーの開催による情報提供
・外部専門機関の紹介　等
・企業の人材不足解消への支援（人材確保支援、IT・RPA等を活
用した生産性向上支援、業務効率化支援等）

株式会社第四銀行
高田営業部

中小企業大学校サテ
ライトゼミの強化

○

中小企業大学校が現在、三条
校しかなく、研修を受講する
際は、上越から三条まで行く
必要がある

サテライトゼミの開催
及びゼミ内容の充実に
よる参加者の強化

上越市・上越商工会議所・中小企業大学校三条校が連携（場合に
よっては当行、上越信金様等地域金融機関との連携）により、サ
テライトゼミの強化（今年度は2日間開催予定とのこと）、参加
者の募集強化により、上越市の事業者の方に参加していただき、
人材育成及び会社の生きた情報として企業の成長に繋げてもら
う。
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

株式会社富山第一
銀行

仕事づくり事業、就
労支援事業

○ 継続
・取引先企業の実態把握
・目利きのできる人材育成

ソリューション営業の
実施

・事業計画の策定支援
・各種専門家派遣による支援
・積極的な補助金制度の活用
・当行ネットワークを活用したビジネスマッチング推進

株式会社北越銀行

上越市まち・ひと・
しごと創生推進協議
会「しごとづくり部
会」

○ 新規
事業所廃業による雇用機会の
喪失

地元金融機関として継
続企業（ゴーイング・
コンサーン）の一助と
なり、雇用機会の創
出、維持を目指す。

・創業先、第二創業先への支援による雇用機会の創出。具体的に
は、①事業計画作成支援②ビジネスマッチングや商談会による商
談成約③専門家派遣ならびに専門家相談④補助金のサポート⑤事
業資金の融資　等
・後継者不在の事業所等に対し、事業継承、M＆Aの手法にて継続
企業支援を図り、雇用を維持。

新潟縣信用組合
地域産業支援のため
のネットワーク強化

○ ○ ○ ○ 継続 多様な働く場の創出
創業支援数、創業（実
現）数について現状を
上回る。

○しごとづくり
・上越市創業支援ネットワークへの参画
・「けんしん創業アカデミー」の開催
・「創業・新事業ローン」による金融支援
・「地域活性化資金」による金融支援
・事業継承、M＆Aマッチングサービス
○子育て
・各種ローンの子育て支援金利割引制度（ジョイカードによる金
利割引含む）
○まちの活性化
・「けんしん空店舗活用支援資金」による街の活性化
・飲食業、旅館業等観光に係る業種専用融資「地域のチカラ」に
よる金融支援
○UIJターン
・住宅ローンの定住支援割引制度

日本政策金融公庫

ソーシャルビジネス
への支援（旧 ソー
シャルビジネスネッ
トワーク構築プロ
ジェクト）

○ ○ ○ 継続

・ソーシャルビジネス関連分
野での金融支援にかかるニー
ズの掘り起し
・少子高齢化に伴う地方の衰
退

高齢者や障害者の介
護・福祉、子育て支
援、地域活性化、環境
保護など、地域や社会
が抱える課題の解決に
取り組むソーシャルビ
ジネスの担い手の皆さ
まの支援

・上越市、くびき野NPOサポートセンター、上越信用金庫と公庫
の4者で「上越市ソーシャルビジネス支援ネットワーク」を組織
し、地域や社会が抱える課題の解決に取り組むソーシャルビジネ
スの担い手の皆様の支援しています。
・金融面でも、「ソーシャルビジネス支援資金」等の取扱いを
行っており、平成30年度のソーシャルビジネス関連融資実績は、
全国で11,328件、834億円（うちNPO法人への融資実績は、1,381
件、87億円）となりました。
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

日本政策金融公庫

高校生ビジネスプラ
ン・グランプリ（創
業・新事業への支
援）

○ ○ 継続

・活力ある日本を創り、地域
を活性化するためには、次世
代を担う若者の力が必要。
・起業家教育への取り組み強
化

次世代を担う若者の創
業マインドの向上

日本公庫では、次世代を担う若者の創業マインドの向上を図るた
め、平成25年度から全国の高校生を対象としたビジネスプランコ
ンテストを開催しています。平成30年度の第6回グランプリには
全国で396校が参加し、4,359件のエントリーがありました。希望
のあった高校では、ビジネスプランや資金計画の作り方などにつ
いて出張授業を行っており、上越市内でも複数の高校で出張事業
を行った実績があります。

日本政策金融公庫
事業継続支援プロ
ジェクト（事業継承
等への支援）

○ ○ 継続
・廃業の増加
・後継者不足

経済の活性化、雇用創
出

事業の安定と発展、事業継承等を支援し、廃業の抑制を図るため
のお手伝いをさせていただきます。事業所の維持・発展は、地域
の雇用増大にもつながり、市内への人の流れにもつながります。
具体的には、全国152支店網を活かしたビジネスマッチングシス
テムの活用や公庫主催の国内最大規模の国産農作物展示商談会
（アグリフードEXPO)を通じての、上越市内の企業家や農業家等
の販路の開拓支援を行います。また、廃業の抑止に資する事業継
承・集約・活性化支援資金を通じての金融支援を進めていきま
す。令和２年４月からは、事業承継マッチング支援を全国展開
し、事業引継支援センター等の外部機関とも連携し、地域を超え
て事業承継を支援していきます。

日本政策金融公庫
事業創生プロジェク
ト（創業・新事業へ
の支援）

○ ○ 継続
・創業の伸び悩み
・実現可能性の高い創業計画
の立案

経済の活性化、雇用の
創出

日本公庫では、「新規開業資金」などのご融資を通じて、あらた
に事業を始める方や事業開始後間もない方のお手伝いをさせてい
ただきます。地元での開業企業数を増加させ、地域の雇用を創出
していきます。具体的には、上越市創業ネットワークのメンバー
として、創業セミナーの開催や公庫創業サポートデスク等を通じ
て、様々な情報提供や提案と創業を志す方のバックアップを行っ
ていきます。

日本政策金融公庫
子育て支援プロジェ
クト（地域のお子さ
まの就学支援事業）

○ 継続
・教育費負担の重さ
・教育の機会均等

教育費による家計への
負担の軽減

日本公庫の「国の教育ローン」は、「家庭の経済的負担の軽減」
及び「教育機会の均等」を目的として、昭和54年に創設されまし
た。平成30年度の利用件数は全国で約12万件です。日本公庫で
は、昨今の厳しい経済状況において多くの大学、専修学校、高校
などの進学・在学されるお子さまをお持ちのご家庭の方を対象に
融資による就学面の支援を行っていきます。
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

東京海上日動火災
保険株式会社

東京海上グループソ
リューションによる
地方創生実現サポー
ト

○ ○ 継続

・自治体・商工会議所と連携
した施策の展開（BCP対策、健
康経営）
【BCP】
・自然災害が急増しており、
平時から災害時の事業継続計
画（BCP)を立てることで、企
業の損害を最小限に抑え、事
業の早期復旧に備えることが
目的。
【健康経営】
・少子高齢化に伴う労働力人
口の減少により、企業にとっ
て社員の定着率向上・生産性
向上等が重要な経営・人事戦
略となっている。

・地域企業の災害時の
事業継続のための支
援。
・地域企業の皆様が健
康経営に取り組むため
の実務サポート（がん
対策基本法改正の周知
及びがんセミナー開
催、保険のメリット活
用）。

各種セミナーの実施を予定

株式会社オアシス
MOG-MOGプロジェクト
事業

○ ○ ○ 継続

MOG-MOGフェアで採用した若者
達への更なる仕事づくり。
農業マネジメント組織の皆様
と築いた事業をただの紹介イ
ベントや物売りとならないた
めの事業展開

MOG-MOGチームによる販
売場所の運営や施設を
使って新たに観光企画
を立て実行する

・第1期で継続発展させた農業・食を軸とする仕事の生み出し
・市内に点在する3セクの施設との連動。
・周辺事業者との連携

株式会社オアシス
観光アプリコンテン
ツ事業

○ ○ ○ 新規

第1期にMogMogで観光も仕事の
内に入っていたが、多くに取
り組めずにいた。
そのような中、アプリ開発や
市内施設の運用課題等を学ぶ
につれ新規取組をすることと
した。

若者に魅力ある仕事の
構築と新規雇用。
高校生等、若い世代へ
の就職を意識してもら
うしくみづくり。
5年後に新会社として設
立を目指す。

・開発をしたアプリを使用した、玄関口上越妙高駅からの観光
ルート、観光ナビの制作とその運用。
・上記を進める中での若い人材や定年後の才能ある高齢者の採
用。
・上越市内数か所の取材と原稿まとめと外国語・日本語のガイド
制作。
・その後県外・外への普及活動。
・多言語展開もできる世界アプリを目指す。
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

頸城区観光協会 他団体との連携 ○ 新規

イベント等の開催において、
頸城区以外からの参加がまだ
少ない。区外からの集客が課
題。

区外からの集客を増加
させる。他団体とのコ
ラボ企画・お互いの宣
伝を行うことが可能と
なるようにしたい。

上越市内の観光協会とのミーティングや意見交換を実施する。

上越ワーキング
ネットワーク

農福連携 ○ 新規

農業者の担い手不足解消と障
害者が働く場所の確保できる
ことを目的とし、国の事業と
しても大きく注目を集めてい
る。

上越市内の農業を守る
手助けをしたい。（障
害者の力で）

①障害者就労支援事業が独自に農業を行う。
②地域の農業者の手助けとなるよう障害者就労支援施設が一部の
農作業を委託実施する。
③①、②を通じて障害者が地域の農業法人等で働けるようにした
い。

○観光施設の管理運営事業
・観光案内所運営事業（上越妙高駅、高田駅、直江津駅）
・観光施設（上越観光物産センター、高田城三重櫓、海水浴場）
○観光イベント支援事業
・高田城百万人観桜会、春日山城跡での観光客への情報提供、越
後上越上杉おもてなし武将隊、観光宣伝活動、ホームページ等に
よる観光宣伝、観光パンフレット等の作成、食を通じたＰＲ、物
産販売の出店機会の情報提供
○来場者満足度向上事業
・観光ボランティアガイド及び有償ガイドの育成と派遣
○誘客促進事業
・観光振興促進助成事業、観光ツアー商品の提案の開発、広域観
光ネットワークの推進、インバウンド事業の推進、募集型企画旅
行の造成促進、上越市出身者交流促進事業
○上越市内のコンベンションの推進
・コンベンション誘致活動、コンベンション開催支援事業
○観光物産展推進事業
・上越市の観光と物産展開催
○実行委員会事務局
・上越まつり、上越蓮まつり、レルヒ祭
○その他
・フィルムコミッション事業、着ぐるみ貸出

・当市の自然、歴史、文化等
の魅力の発信
・市内全域における周遊観光
の促進
・スポーツ大会や学術会議な
どのコンベンション誘致

観光事業及びコンベン
ション事業を当市への
誘客の主軸とし交流人
口を拡大させ、経済波
及効果を得る。

公益社団法人上越
観光コンベンショ
ン協会

魅力ある観光地づく
り事業

○ 継続
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

NPO法人上越地域
活性化機構

「地域内の情報の積
極的な利活用による
地域活性化の実現」
⇒上越地域発のIT事
業

○ 新規

自治体、企業、各種団体、あ
るいは各仕組みにおいて利活
用されている様々な情報が個
別に存在しており、その利活
用が枠組み内に限定されてい
る。
これらのうち公開、再利用し
て良い情報について、積極的
な利活用を図ることで、地域
内の生活、活動の利便性が飛
躍的に向上する。

上越地域発のＩＴ事業
プラットホームを構築
する。
①地域内のオープン
データの利活用を図
る。
②地域生活の利便性が
向上するシステムを構
築していく。
③災害時の情報を地理
空間システムを活用し
一元化する。
④デジタルサイネージ
ネットワークの構築等
で新しい情報発信を実
現する。

①地域内のオープンデータの利活用を図る。
　地域の生活において必要な情報が何なのかを産官学民で検討す
る場を作り、利活用していくような環境作りを行う。
②地域生活の利便性が向上するシステムを構築していく。
　自治体、あるいは企業、団体と連携し、地域生活に必要なシス
テムの開発を実施する。（例：地域交通運行支援システム他）
③災害時の情報を地理空間システムを活用した一元化する。
　県と災害時応援協定を締結する等、災害時の情報を地理空間シ
ステムで一元化する。これらの情報をはじめとして、地域内の各
種情報の集約化を図る。
④デジタルサイネージネットワークの構築等で新しい情報発信を
実現する。
　上記①～③により収集される情報、データをデジタルサイネー
ジ等のデジタル機器に配信し地域内の生活の利便性を向上させ
る。

くびき野地理空間
情報センター

○上越市で公開され
たオープンデータに
ついて、利活用に関
しての環境整備
○上越市のイベント
等総合情報サイトを
GISを活用し情報発
信、そのための素案
作り

○ 継続

自治体が提供しているオープ
ンデータを収集し、汎用性が
高くなるよう加工、そのデー
タを提供できるようなシステ
ム化を行う、『地域情報セン
ター』の役割を担う環境作り
を考えており、それに向けて
関係団体とも協議をしてい
る。現在、素案作りをすすめ
ているがシステム化までは進
めていない状況。

『地域情報センター』
の構築、オープンデー
タ加工のシステム化。

関係団体であるORAJA（上越地域活性化機構）や、にいがたGIS協
議会と協議を重ね、『地域情報センター』の構築、オープンデー
タ加工のシステム化の素案作りをすすめ、最終的には誰でも利用
できるような形で提供できるようにしたい。

雪室推進プロジェ
クト

雪室推進プロジェク
ト推進事業

○ 継続

民間企業や団体等が中心と
なって平成27年に「雪室推進
プロジェクト」が発足。雪の
利活用を通じて地域資源を見
直し、地域で活動する様々な
団体と協力しながら活動して
いる。平成28年度から30年度
まで上越市の補助金を活用し
て事業を実施。今年度から会
員の会費で活動を継続してい
く。

雪室推進プロジェクト
の活動、雪を活用した
雪室や雪室食材の料
理、雪室商品など、そ
の価値や魅力を発信
し、地域への愛着、郷
土愛の醸成を図る。
また、上越地域の他の
団体と連携し、雪国な
らではの「食」やイベ
ントなど新しい事業を
展開していきたい。

○雪室グルメフェア開催
　地域での浸透を図るため、地元飲食店等と連携し「雪室グルメ
フェア」を開催する。飲食や物販を通じ、雪室メニューや雪室商
品を知っていただく機会とする。また、このイベントをＰＲし上
越への誘客に結び付ける。
 ・年2回開催（8月、2月）
 ・市内の飲食店、洋菓子店、ベーカリーなどが参画し雪室食材
を使った特製メニューを提供・販売する。
 ・当プロジェクトの活動や雪室商品など、地域内外に情報発信
する
 
○雪室新商品の開発
　雪室商品と上越ならではの食（発酵食品、上越野菜、メイドイ
ン上越など）や飲食店等とのコラボにより新商品や新メニューへ
の展開を図る。
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５

しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

平安セレモニー株
式会社

ファーレン婚活事業 ○ 継続

人口減少や結婚をしない方が
増えている社会背景に対応す
るため、お見合い事業・婚活
支援を行うことにより、結婚
人口の創出を図り、その後の
出産、人口増に貢献する。

年間成婚数5組

お見合いパーティー　月3回×12か月＝36回開催
企業対企業パーティー　40人程度規模　1回
企業へのチラシ配布による独身者への入会アプローチの実施
個別のお見合い実施

日本ブライダル連盟と全国結婚相談事業者連盟に加盟してネット
ワーク婚活を行う（インターネット）。

上越商工会議所
（女性会）

めぐりあい事業（婚
活事業）

○ 継続

昨年度は、2度婚活イベントを
開催し、会員事業所より多く
の独身従業員から参加いただ
いたが、男女比が男性に偏っ
てしまい、女性の申し込みが
少ないなどの課題も見られ
た。また、イベント後のアン
ケートでは、「全員と話す時
間がなかった」「会話を促す
内容が無かった」などの意見
が見られ、出会いイベントと
しては、まだ改善の余地が見
られる。

当会としては、より多
くの会員企業が「婚
活」に興味をもち、自
社の従業員が婚活イベ
ント等へ参加しやすい
環境を整えてもらうこ
とが第一の目標であ
る。
そして、多くの従業員
にイベントに参加して
もらい、仕事・プライ
ベート両面で、新たな
仲間を作ってもらえる
ことが肝要であり、そ
こから「結婚」へ繋
がっていければなお良
しと考えている。※
カップル成立数には現
状こだわっていない。

①婚活講演会（本年度の新規事業）＊実施済み
⇒会員企業の経営者等を対象とした、婚活の啓発活動として県内
の婚活事情に詳しい方を講師にお招きしてご講演いただいた。
　○日時　令和元年11月14日（木）14：00～15：30
　○会場　アートホテル上越
　○演題　「今ドキ？！県内婚活事情」
　○参加者数　20名
②婚活イベント（継続事業）＊実施済み
⇒会員企業の独身中従業員を対象とした「交流パーティー」で、
婚活を意識して結婚式場を会場に実施し、様々なゲームを行いな
がら、交流を楽しんでいただいた。
　○日時　令和2年1月17日（金）18：30～20：30
　○会場　シェ・トヤ
　○名称　「2020kirakira NEW YEAR PARTY」
　○参加者数　71名（男性41・30）＊事業所数４１件
　　　　※左記の(3)目標に記載の方針により、カップ
リング等は未実施

上越助産師会 母子保健事業 ○ 継続

・出生数の減少の中で必要と
される母子保健サービスの内
容が変化してきている。
・現状のサービスも充実して
いるが、昨今は産後ケアの取
組が重要とされ、虐待の早期
発見や予防を含め、母子への
産後ケア事業の強化が急がれ
ている。
・有償での事業を目指した
い。

・出産し、退院後最大
4ヶ月までの産後ケアを
強化するため、助産師
会として1回/年の相談
窓口を開設し、運営す
る。
・見守りが必要な事例
は市と連携する。

①上越市四季の縁日…秋色縁日にブース参加
・助産師会の活動紹介（PR)
・（NEW！）産後ケア事業として、生後0～4ヶ月児の子育て中の
パパママの相談窓口を開設する。
・デコルテマッサージを通してリフレッシュを図り、育児に前向
きに取り組めるような支援を行う。
②妙高市出会い～子育て応援フェア参加
③上越市母子保健事業（委託事業）
④妙高市母子保健事業（委託事業）
⑤性の健康講座（委託事業）
⑥その他　個人開業で沐浴、乳房ケア、各種研修会・各種講座の
講師など
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しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

NPO法人マミー
ズ・ネット

上越の子育て環境の
魅力発信事業

○ ○ ○ 継続

上越市は子育てしやすい環境
が整っており、子育て支援策
も以前から充実している。し
かし暮らしている人たちに
とっては当たり前のことと
なっており、魅力に気付きに
くく、他の地域の人に向かっ
て発信していくことも少な
い。第１期計画内に行った事
業の中でも、上越の魅力に気
付き、自然とそれがほかに広
がっていくことを大切に活動
してきた。上越は子育てしや
すいらしいというイメージを
持つ人は増えているかと感じ
ている。

上越市は子育てしやす
い場所であると感じら
れるように、情報発信
し、実感できる機会を
設ける。

●県外、市外での子育てに関する講演のなかで、上越の子育て支
援について紹介する。
●様々な機会で上越の子育て環境について紹介する。
●SNS上での「＃上越の子育て」発信を継続していく。
●0歳から3歳の子どもを育てる家族に向け「親子フェス」を開催
する。

NPO法人マミー
ズ・ネット

保育コーディネート
事業

○ ○ 継続

乳幼児を育てている人が講座
やイベント等に安心して参加
するためには短期的な保育が
必要となる。そのため保育
ルームを設置したいと考える
主催者も多い。しかし、一時
的なものである場合が多いた
めに、対応できる組織がすく
ない。そこで、子育てを手伝
おうという地域の力を活か
し、安全な短時間保育ができ
るように、保育グループを形
成してきた。第1期の期間内で
実施した際の課題としては、
安全な保育にはある程度の費
用が必要となることが理解さ
れないこと、また十分に理解
していてもその費用が用意で
きない主催者が多いことがあ
げられる。

地域のために何か力を
貸したいという人たち
の思いを、保育ボラン
ティアという形で実現
し、力を発揮してもら
える仕組みづくりを強
化していく。

●保育ルームの設置については企業・行政・団体等からの依頼に
より随時実施
●保育ボランティアを集め、研修機会を設けていく。
●保育ボランティアが地域人材として活躍できるよう支援する。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

NPO法人マミー
ズ・ネット

子育て・子どもの育
ちに関する学習・啓
発事業

○ ○ 継続

少子化が進み、社会の中で子
育て世代が少数派となってい
る。地域全体で子育てを支え
る環境が必要とされている。
事業を行う上での課題は、子
育て中の保護者が参加しやす
く、皆に関心をもって参加し
てもらうために、著名な講師
を招く際の講師謝金や、一時
保育ルームを設ける際の資金
が必要なこと。

子育て中の保護者およ
び社会全体として、
ワークライフバランス
を念頭におき、男性も
女性も、仕事・子育
て・社会活動を、本人
の希望するバランスで
できること。

●子育て中の人や、子育て支援に関わる人、地域の人等に向けて
の催し、「子育てわいわいフォーラム」を実施。
●ワークライフバランスの視点をもった、子育て・子育て支援に
関する講師の派遣

NPO法人マミー
ズ・ネット

子育て世代の交流促
進事業

○ ○ 継続

子育て世代は、地域を作り上
げていく貴重な人材であり、
子どもを育て始めたことで地
域社会と出会い、役割の大切
さに気付くことが多い。中で
も子育てサークルの運営によ
り自助の力の大切さを実感す
ることができ、わが子の幸せ
のためには地域の子どもも幸
せであることが大切だと気が
付くことができる。
　しかし少子化の進行は進む
ばかりである。これは第１期
総合戦略時からというより
も、1990年代から継続しての
問題ととらえている。子育て
当事者の自助グループが自然
発生的に形成されることはま
すます難しくなっている。身
近に同じ年頃の子どもを育て
ている家族がいない、女性が
職場復帰していく時期が早
まっているなどの要因が考え
られる。

子育て世代の自助グ
ループが活動継続でき
るように支援してい
く。

●育児サークルの活動を促進するための情報交換・連携を目的と
した「育児サークルお茶会」の実施
●育児サークルのネットワーク化を図る
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しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

NPO法人マミー
ズ・ネット

子育て情報の発信事
業

○ ○ 継続

昨今、インターネットでの情
報はあふれているが、本当に
必要な情報を選択して取得す
ることは難しい。情報が届か
ないために、地域とのつなが
りをつくりにくい人も多い。
事業を行う上での課題は、情
報収集・確認には手間と時間
がかかり、人件費がかなり必
要になること。紙媒体として
発行する際に広告協賛を集め
ているが、集まりにくいこ
と。

子育て世代が、上越は
楽しく子育てしやすい
地域であると感じても
らうこと。事業に子育
て世代が関り、地域の
核となる人材となるこ
と。

●フリーペーパー「じょうえつ子育て応援誌With Kids NEWS」の
発行
・乳幼児を子育て中の保護者が、自ら企画や取材に関わり、身近
な地域の情報を集めた子育て応援誌を年に4回発行発行する。

●親子向けイベント情報の収集と発信
・乳幼児を子育て中の保護者が、実際にイベントに参加した情報
を持ち寄ったり、新たなイベントの情報を持ち寄る会を開催す
る。
・イベント情報を収集し、親子向けイベントカレンダーの製作
(毎月）、コミュニティＦＭ局への情報発信（毎週）を行う。

NPO法人マミー
ズ・ネット

子育て親子の居場所
づくり事業

○ 継続

少子化のため、地域で同じよ
うな年齢の子どもを育てる保
護者同士が出会い、支え合う
関係づくりを自然に形成する
ことは難しい。事業を行う上
での課題は、運営にかかる費
用を賄えるような参加費を、
子育て中の若い世代から徴収
すると、参加できる人が限ら
れてしまうため、運営資金が
課題である。

保護者同士が出会い、
支え合える関係とな
り、子育てしやすい環
境を整えること。地域
のために利他的な動き
ができること。

●乳幼児を子育て中の親が、親子で交流し、互いに支え合える関
係づくりの場として、「子育ての応援ひろば　ふぅ」を週に2回
開設する。

高田本町まちづく
り株式会社

空き店舗対策事業 ○ 継続

①本町商店街出店サポートセンター
物件情報、補助金情報、商店街の情報をひとつの窓口で提供し、
本町商店街への出店希望者のサポートを行う。
本町商店街の空き店舗を管理する不動産業者・地権者・商店街・
上越市・商工会議所と連携し出店希望者へ有益な情報提供を行な
う。
月～金９時～１８時開設中（要事前連絡）

②本町商店街空き店舗巡りツアー
本町商店街の空き店舗物件内部を見学するツアーを企画・開催。
すぐに出店を希望する人から、いずれは起業したいと考えている
人まで、気軽に参加できるツアー。
物件の情報だけではなく、街の雰囲気を体験してもらえるよう、
イレブンプラザでのイベントの様子なども見学してもらってい
る。
不動産業者、地権者と連携してツアーを開催している。
２カ月に１回開催予定（第１土曜日）
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しごと 子育て まち UIJ ⑴区分 ⑵課題、背景 ⑶目標 ⑷事業の内容・実施方法
団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

商工会議所政策委
員会（大島G）

潤いとやすらぎのま
ちづくり事業

○ 継続

大島グループの「暮らし・福
祉エリア」を担当し、子供か
ら高齢者までの安心なライフ
ステージを整備し、首都圏高
齢者等の移住促進、地域など
の子育て・介護等の総合サー
ビスを提供することにあっ
た。期間中に「企業主導型保
育事業」を上越市に初めて完
成させたが、想定以上の利用
者があり増床も検討しなけれ
ばならない。

第２期総合戦略期間の
目標として
　①サンクス高田第４
号館の建設計画策定
⇒　Ｒ２年度予定
　③グループホーム建
設構想策定　⇒　Ｒ４
年度予定
　②ベビーサンクスす
くすく寺町の増床計画
策定　⇒　Ｒ３年度予
定

１、サンクス高田第４号館建築計画策定事業
○現在の第１号館～第３号館までの総合福祉施設は、満館状態で
高齢者が微増する中で新たな施設が必要視されている。更に高田
地内の中心地にあり核家族化と超高齢化が進行する中で介護施設
の要望が高い。
○構想では、
　①１ＦはＤＳ５０人規模。
　②２Ｆはショートステイ２０人規模
　③３Ｆは介護付有料老人ホーム１８人規模
　④４Ｆ～６Ｆは高級高齢者住宅１５人×３＝４５人規模
　と考えている。
〇建設年度は、Ｒ３年度～４年度

２、グループホーム建設構想策定事業
〇中心市街地においてグループホームの需要が多くあり、サンク
ス高田の利用者の中にも対象者がおり、家族からは必要性を訴え
られている。この現状からサンクス高田付近に建設計画を構想す
る。１９人規模。

３、企業主導型保育園増床計画策定事業
〇Ｈ２９年度～３０年度に掛けて新築した企業保育園は、３ケ年
財政計画を上回る利用者があり、０歳児～１歳児の希望が特に多
く、定員をはるかに超えている。このままでは総定員４８人を超
えることが明らかであり新たに３歳児～５歳児の増床計画を策定
する。
〇構想では、①Ｒ３年度　増床計画策定
　　　　　　②Ｒ４年度　建設年度
　　現状から早まることはありうる。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

商工会議所政策委
員会（大島G）

雁木の街「越後高
田」の街なか遺産を
活用した文化観光・
百年体験事業

○ 継続

【背景】高田エリアは上越市
の重点集客エリアであり、上
越市全体の観光発展には、高
田エリアのさらなる魅力向上
が必要と考える。
【課題】期間限定イベントで
なく、通年を通した観光への
発展。自然・歴史・文化等各
サービスの連携。発酵食品等
特産品開発。交通網との連携
による周遊型観光の取組。情
報発信と広域連携によるプロ
モーション強化。など。

百年料亭宇喜世、高田
世界館等、雁木を活用
した各資源の100年以上
の歴史、文化を活かし
た「雁木のまち越後高
田」の街なか遺産を活
用した文化観光・百年
体験ツーリズムを開発
する。

①宇喜世及び他の100年遺産の歴史体験、文化体験、観光、食
事、物販を自由にセット・カスタマイズできる現在も日常生活の
場として利用されている遺産を活かした文化体験ツアー。
②レンタル和服に着替え、仲居接客（目配り・気配り・心配り）
体験、仲居頭からの「おもてなし」講義等を、100年料亭で世界
に誇れる「おもてなし」のプロ仲居体験プラン
③語り手より百年遺産（建屋・老舗・町屋）等の歴史・文化の説
明を受け、雁木の街並みや神社・寺院等を散策する、雁木街歩き
「百年文化と老舗めぐり」ツアー。
④県外在住の上越出身者に向け、100年の歴史文化越後高田で和
の祝宴プランの展開。婚前の「顔合わせ」「結納」をメインに、
家族規模の挙式・披露宴を行えるプランも充実予定。
⑤浄興寺大門通りを「城下の街並みシンボルロード」と位置付
け、まち歩きの語り手説明以外にも、神輿（日枝神社）の巡行、
駐車場を利用した夏祭りイベント等を開催する。

商工会議所政策委
員会（大島G）

酒造蔵・醸造文化発
信事業

○ 新規

【背景】高田まちなかに存在
する百年を超える「建物」
「老舗」「町屋」「文化」と
共存する立地に存在する事を
有効活用し、醸造所ならでは
の事業を実施し、まちづくり
に参画していく必要性。
【課題】日本酒愛好家人口の
減少に対し、多角的な観点で
日本酒を取り上げていくこと
で視線を変える事が重要と考
える。

既存の顧客がさらに満
足してのもらうことが
第一目標とし、各事業
の実施状況を情報発信
することで、上越市外
の人に酒蔵を知っても
らうことで、新規顧客
の増加と共に醸造所に
足を運んでもらえる事
業を実施し、高田まち
なかの活性化に貢献す
る。更に無類のまちな
かに存在する醸造所の
維持・継承を目標とす
る。

①醸造所の見学
醸造所の改装に伴い、一般の方にも酒蔵を体験できる見学会を開
催し、市外からの観光客及びインバウンド客を誘客することで日
本酒の奥深さをを知ってもらう。
②上越産土産売場の設置
上越名物や特産品を手軽に購入できるコーナーを醸造所内に設置
し、高田まち歩きの中でおみやげ品等の対応も出来る環境づくり
を提案する。
③試飲・食事のもてなし
敷地内の「楽酔亭」で庭園を鑑賞しながらの、見学者等に対応し
た利き酒や試飲を体験してもらうと共に、一般客や観光客に対し
ての食事の席も用意することで日本酒を満喫してもらう。
※すべての事業の様子を画像・動画で情報発信し、また、来場、
来店した方にも情報発信を促す。

商工会議所政策委
員会（大島G）

着地型観光事業 ○ 新規

インバウンドを中心とする観
光は東京、大阪、京都などの
大都市圏から地方都市へ人の
流れが拡散してきたが、昨今
はさらに日本の田舎に外国人
の興味が注がれ始めており、
わが上越市にもチャンスが訪
れている。こうした状況下で
上越に観光事業の種を蒔き、
新しい産業の一つに育てるた
め、この事業を推進してい
く。

「人が集まる仕掛け」
を軸に観光誘客促進の
ためのsns配信等による
知名度向上と観光を生
業とする事業者が増え
ることにより、将来的
には首都圏など他県で
学ぶ本市出身の学生達
のUターン就職や、他
県、他国からの移住促
進につなげる。

○観光受け入れ業者の開拓とプログラムの開発：
来訪する人の五感に訴える体験メニューなど外客を受け入れる態
勢と受け入れ側の協力体制の構築に向けたネットワーク化を推し
進め、可能な限り具体的なプログラムを可視化していく。
○着地型企画商品の造成、広報、募集、催行：
受け入れ施設のネットワークを活かしたまち歩きや各施設でのさ
まざまな体験をはじめ、上越名物や特産品を手軽に購入できるツ
アー商品等の造成を行う。また、ジャンルに合わせたターゲット
層の絞り込みによりsns配信などによるwebをメインとした集客募
集を実施し、観光による地元への経済効果につなげていく。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

花のまち高田プロ
ジェクト

花のまち高田プロ
ジェクト

○ 継続

◆課題・・・高齢化やマンパ
ワー不足が課題としてあげら
れる。
◆背景として・・・中心市街
地の活性化を目的として２０
年間取り組んできた「城下町
高田花ロード」の実行委員会
が母体であり、これまで、新
たな人材や次世代育成に取り
組めなかったため。

◆目標・・・身の丈に
あった活動や、次世代
の人たちが興味、関心
を持つ内容で、新しい
商店街及び中心市街地
の活性化を目指してい
きたい。
また、商店街ならでは
の健康増進の啓蒙事業
など、シニアが取り組
むべき課題にも取り組
んでいきたい。

◆事業の概要・・・「花」をテーマに四季を通じた商店街ならび
に中心市街地活性化に取り組む。
春・・・「世界の桜」の写真展の開催。→インバウンド×観桜会
誘客×個店PR
夏・・・「お水鉢プロジェクト」の開催。→　蓮まつりPR×商店
街PR×まちの景観作り。
秋・・・「たかだ花ロードウイーク」の開催。　→アート×商店
街振興×まちなか回遊。
冬・・・「本町ウインターマーケット」の開催。→インバウンド
×商店街振興
上記のイベントは、本町商店街、まちづくり上越、高田まちづく
り株式会社、オープンガーデン愛好会等と連携して実施していく
予定。　また、時期や期間、回数などは時流や予算を鑑みながら
検討し、進めていく。

直江津まちづくり
活性化協議会

鉄道資産
活用検討事業

○

【現状】
　中心市街地の衰退・空洞化
の進展
【課題】
　交流人口・関係人口の増加
による地域活性化
【課題解決の方策】
　新潟県鉄道発祥の地・直江
津が保有する転車台・扇形
庫・ＳＬ（Ｄ５１号五智公園
内に展示中）等の鉄道資産を
イベントや「まちのシンボ
ル」等の形で利活用し、まち
の魅力を高め鉄道ファンや子
供たちを主なターゲットにし
て、日常的な集客力強化と来
街機会の増加を図る。利活用
により同資産を後世に残すこ
とにもつなげる。

①SL（Ｄ５１号）の直
江津駅前広場への移
設・展示
※日本海側の「新橋
駅」
　
②転車台・扇形庫を活
用した集客イベントの
開催

（３）の①の事業
・ＳＬ（Ｄ５１号）が現存していることに対する市民の認知向上
と移設に向けた機運の醸成を図るための講演会やセミナー等の開
催
・移設等にかかる資金調達方法の検討と調達に向けた具体行動
※移設・展示費用（概算見積もり）　約５０００万円

（３）の②の事業
・なおえつ鉄道まつりイベント時の活用策立案・実施
・トキめき鉄道の独自企画催事時の活用策立案・実施
※前例として、２０１８年１０月に和太鼓フェスティバル
イベントを開催。来場者１５００人。事業費１００万円

本町3・4・5丁目
商店街振興組合連
合会

高田本町プレミアム
事業発行事業

○
プレミアム商品券だけの消費
動向ではなく、再来街のお店
のアピールが必要である。

高田本町商店街周辺の
商業活性化を目的と
し、来街者への商店街
アピールと消費を促
す。

上越市地域商業商店街活性化事業補助金（特別枠）を活用し、消
費者にプレミアム付き商品券の発行を行う。再来街を促するため
に、１/３日の初売りに合わせ、プレミアム商品券購入者限定の
イベントを行う。
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第２期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく各団体の事業計画シート＜中間報告＞ 資料５
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

商店街共同イベント
事業
（①お花見ウィーク
イベント）

①高田城址公園のお花見客を
本町商店街への誘導を促すこ
と。又商店街への購買意欲を
促す。

①高田城址公園のお花
見客を本町商店街への
誘導を促すること。

①今年は、若い世代をターゲットにし、新規格「イメチェンフェ
ス」と題して、美容室・ネイルサロン・コスメショップ等の体験
ブースを設置する。又、春セールについても、4/2～4/14を予定
している。毎年好評の働く車の展示も行う。

商店街共同イベント
事業
（②本町七夕まつ
り）

②園児の減少が続いており、
七夕飾りの竹の本数が減って
きている。

②市内の幼稚園・保育園と連携をし、園児達が作成した、七夕飾
りを本町商店街アーケードに飾る。作成に協力頂いた園児さんた
ちにミニイベントへの招待を行う。

商店街共同イベント
事業
（③高田本町百年商
店街）

③絵看板製作するのに、時間
と資金不足が課題となってく
る。

③高田本町商店街での
地域資源として「百年
老舗通り」と銘打っ
て、絵看板冊子をもっ
て、商店街を回遊する
ツアーを行いたい。

③昨年で、２３店舗の絵看板が出来上がり、今年は１０店舗の絵
看板を作成予定としている。１００年以上の商業の営みがわかる
とても楽しい絵看板である。できれば、冊子を作り、インバウン
ド事業と連携をし、外国の方にも城下町高田をアピールしていき
たい。

商店街共同イベント
事業
（④たかだ花ロード
ウィーク）

④昨年と同様に９月の行い、
毎年少しずつ違うことを試み
る。

④オープンガーデンの
マップを作り、来街者
へ分かりやすくする。
街の回遊を楽しく出来
るようにする。

④例年とおり、作品の出展を募集し、街歩きの楽しみとして、花
の名前を入れた俳句を募集し、アーケードの柱に掲示する。

商店街共同イベント
事業
（⑤sake祭り）

⑤連合会としては特にないが、sake祭り実行委員会への協力。

商店街共同イベント
事業
（⑥レルヒ祭）

⑥雪不足の対応と雪灯籠制作
の人で不足

⑥レルヒ祭実行委員会への協力。商店街での子供向けミニイベン
トの実施。

本町3・4・5丁目
商店街振興組合連
合会

○ 継続
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

くびき振興会 振興会の基盤強化 ○ ○ 新規

現状、当会は市からの委託事
業を中心として活動、運営し
ている。
財政事情の悪化から、益々の
事業縮小が懸念されるなか、
経営環境の早期の改善をはか
る。

市からの委託事業外の
事業への参入を目指す

当振興会で対応できる事業（例えば草刈り、枝払い等）や作業を
調査するとともに、区内の組織と連携し組織や体形の縮小、簡素
化を図る。

かみえちご山里
ファン倶楽部

地域再生を担う若者
の人材育成

○ 継続

子どもたちへの教育は、継続
して支援することが重要。地
域に対する意識が途切れるこ
となく高まるとともに、自己
肯定感も高まると感想が上
がっている。

UIJターンを促す
・地元中学校を対象にしたUターン教育の実施（年10回程の座学
とフィールドワーク）
・インターンシップの受け入れ（秋に2大学を予定）

株式会社北信越地
域資源研究所

ツーリズムミーツ上
越妙高

○ 新規

北陸新幹線が2015年に開業
し、新潟の西の玄関、北陸地
域の玄関、上越地域の玄関が
上越妙高駅となった。開業5
周年を迎え益々観光、ビジネ
スなど訪れる人が増えると予
想され、迎える体制作りが求
められる段階である。

新幹線駅を利用する
人、訪れる人と迎える
人が交流出来るように
する。
定期的なキャンペーン
の実施。モニタリン
グ。

観光フェア　ツーリズムミーツの開催（年2回程度）

NPO法人高田瞽女
の文化を保存・発
信する会

「瞽女ミュージアム
高田」運営発信事業

○ 継続

日本で初めての瞽女ミュージ
アムを雁木のまちに開設して5
年目に入っている。入館者
は、全国から来られていて、
年々増えてきている。今年度
は、1,800人/年間までいくと
思うが、ほかの施設や団体と
連携を強化して地域としての
交流人口を増やしていきた
い。

年間来館者2,000人
裏二階に展示スペース
を増設（R3年度）する
準備を進める。

今年5月に高田世界館で「映画GOZE」が上映されるのを機に、4月
～6月に越後瞽女まつりを上越市とコラボして実施する。
・ミュージアム企画展と上越市立歴史博物館の瞽女常設コーナー
との連携
・ミュゼ雪小町での「ごぜさの歩いた風景展」の開催と瞽女がた
り、瞽女シンポジウムの同時開催
・高田瞽女ゆかりの地を巡るバスツアーでのロケ地巡り
・瞽女唄演奏会や門付け再現など各種イベントを開催
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

街なか映画館再生
委員会

高田世界館を活用し
た街の活性化と交流
人口UP計画

○ ○ ○ 継続

日本最古級の常設映画館とし
て運営している「高田世界
館」を活用した、人の集まる
拠点づくりを中心に活動。
映画上映とそれに合わせたイ
ベントや情報発信が主たる活
動。
建物の魅力を活かした観光ポ
イントとしての側面もPR。
年々見学ツアー等が増加中。

2020年3月にオープンす
る高田小町交流広場の
有効活用で、交流を増
やす。
高田小町も一体とした
文化情報発信を行い、
世界館周辺を一つと考
えた活動を行う。

■広場で定期的なイベント開催
　・広場での定期的なフリマ開催
　・広場を活かした雪遊びの提案
■広場発信の観光事業の強化。
　・小町界隈の看板マップを利用した街巡り
　・レンタサイクルの実現
　・高田小町を利用した展示会
　・広場での屋外上映会

お馬出しプロジェ
クト

お馬出し塾 ○ 継続

2006年から年3回のペースで
「お馬出し塾」を開催してい
る。新しい講師の掘り起こし
が課題である。

地元講師による講演を
お聞きして教養を深め
るとともに、会員相互
の親睦を深める。

会場は第20回より継続して武蔵野酒造の「楽酔亭」で行ってい
る。会の前半は講演会、後半は「清宴」と称し日本酒と郷土料理
のおもてなしを行いながらまちづくりを話題に交流を行ってい
る。

お馬出しプロジェ
クト

えちごトキめき鉄道
「冬の雪月花」のお
もてなし

○ 継続

2016年から「冬の雪月花」運
行に伴い「おもてなしチー
ム」をつくり、まとめ役とし
て活動している。自主的な活
動で前島津社長の理解を得て
実施したが、好評につき毎年
継続して行う計画である。

首都圏から訪れる観光
客に雁木を含めた高田
に残る「雪国の暮ら
し」を紹介しながらお
もてなしをする。

①高田駅で角巻・トンビ姿によるお出迎え。
②高田小町でのおもてなし
・角巻・トンビの着用体験
・三味線演奏と方言でのおもてなし
・郷土料理（つけな汁と切り干し大根煮）のおふるまい

越後高田・雁木
ねっとわーく

風鈴街道IN雁木事業 ○ 継続

歴史的資産である高田の雁木
が年々縮小していることか
ら、雁木を守る機運を醸成し
ていく必要があります。

雁木の歴史的価値維持
保存する必要性を認識
してもらい機運の醸成
を高めて行くことを事
業の目標としていま
す。本事業は模索しな
がら実施していく事業
ですので具体的な数値
等の目標設定にそぐわ
ないものと考えます。

事業の内容：雁木の歴史的価値と維持保存の必要性を認識しても
らうために毎年夏に雁木の軒先に風鈴を飾ります。また、雁木を
題材にして雁木の写真コンテストを実施します。雁木の歴史的価
値を知ってもらうためのパンフレットを作成して首都圏向けに発
信していきます。他団体との連携を強化し、城下町高田の歴史、
伝統文化、風習等を掘り起こす活動をしている団体と一緒になっ
て発信していきます。また、団体相互の共同参加、雁木のある町
内、町内会長に呼びかけていきます。

実施方法：毎年７月の高田の祗園祭からお盆まで雁木のある町内
に呼びかけて風鈴を飾ります。また、雁木を題材にして雁木の写
真コンテストを実施します。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

NPO法人くびきの
お宝のこす会

くびき野レールパー
ク及び瀧本邸公開事
業

○ 継続

くびき野レールパークは鉄道
ファンや地元の人々からは、
体験型の鉄道ミュージアムと
しての認知を受けつつある。
地域の人々との結びつきをさ
らに強め、来訪者の拡大を図
ることが課題である。
また、瀧本邸は市内の名家４
邸と連携をとりながら、こち
らも来訪者を増やすことが課
題である。

令和元年度の年間来訪
者数（３０８６人）を
２割上回る、年間３７
００人の来訪者数を目
指す。
※令和元年度は、台風
１９号のため公開を延
期・縮小開催とした
り、天候が悪いため半
日開催としたりするな
ど、天候による悪影響
があった。

＜くびき野レールパーク＞
・年間５回（６日間）に亘る定期公開・特別公開の実施
・マンネリ化に陥らない公開イベント内容の工夫、刷新
・マスコミ等を利用した宣伝の拡大、市内小・中学校へのポス
ター配布
・幼児、児童、生徒や一般人を対象とした学習啓発活動の宣伝、
推進
・地元の鉄道関係機関との話し合いによる公開内容の検討
＜瀧本邸＞
・マスコミ等を利用した宣伝の拡大
・市内の名家４邸（保坂邸、林富永邸、白田邸、飯田邸）と連携
した公開の実施
・中学生の清掃ボランティアと瀧本邸の歴史的・文化財としての
価値宣伝
・公開実施5邸が連携した実行組織への協力

南本町三丁目まち
づくり協議会

町内景観ガイドライ
ンの活用と制度づく
り（広報誌「なん・
ぽん・さん」作り、
雁木の活用、空き家
（借りている場所）
の活用）

○ 継続

参加する人が固定化しつつあ
り、人材確保が難しくなって
きている。住民の高齢化、減
少に伴い空き家が増え、また
隣人との交流が減ってきてい
る。

現状維持を最低限保ち
つつ、町内の意向に理
解・協力を呼び掛けて
いきたい。個人の財産
ではありますが「雁
木」を守りつつ、それ
を活かした町内全体の
景観づくりに取り組ん
でいきたい。

専門家と市役所と連携を取りながら、適切なアドバイスをいただ
き住民参加で取り組んでいく。また、今上越技術高等学校の生徒
さんたちと交流しながら行っているので継続して、若い力と発想
を吹き込んでもらうよう努力と協力をしていく。町内情報発信と
して情報誌「なん・ぽん・さん」を作成している。これを継続し
町内を見直しながら魅力ある町づくりをしていきたい。

えちごトキめき鉄
道株式会社

トキ鉄サポーターズ
クラブ

○ 継続

沿線人口の減少による利用者
減が想定される中、トキ鉄を
存続させ、安定経営を図るた
めには、地域の皆さまと一体
となって利用促進の取組を進
めることが必要。
地域の皆さまに自分たちの鉄
道「マイレール」意識を持っ
ていただき、利用促進及び沿
線地域の活性化を図るため、
サポーターズクラブ事業を推
進する。

「マイレール」意識の
醸成に向け、サポー
ターズクラブ会員並び
に協賛店加入を促進す
る。

○サポーター会員
・会費を払って入会
・会員特典は、会員証、優待乗車券、情報提供の付与、協賛店で
のサービス利用、雪月花乗車代割引等。
・ポイントカードの導入。駅窓口での割引券、回数券等の購入や
サポーターズクラブのイベント参加でポイント加算。ポイントは
景品と交換可能。

○サポート団体
・駅周辺等でトキ鉄のサポート活動を実施する。
・サポーターズクラブ事務局は、サポート活動に対してクラブ会
費から経費の一部を助成する。

○協賛店
・サポーター会員へ、商品の割引等のサービスを提供する。
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団体名 事業名

総合戦略の分野 事業の概要

えちごトキめき鉄
道株式会社

直江津駅自由通路を
使用したマルシェの
開催

○ 新規

弊社本拠地である直江津は交
通の要衝であり、上越地域の
都市拠点の一つであることか
ら、交流や連毛を強め賑わい
をつくり出すことが求められ
る。

直江津駅を中心に「鉄
道のまち直江津」とし
ての結びつきを強め、
地域の鉄道として、よ
り一層愛される存在を
目指すと共に、直江津
の賑わい創出、地域の
活性化を目的とする。

・直江津駅自由通路を使用し、年間4回程度継続的に開催。
・直江津商店街を中心とした出店者を募り、物販物・飲食用ブー
スを配置、弊社のトキ鉄グッズ販売ブース配置。
・目玉となる企画（うみがたりとの連携など）で集客を目指す。
・SNS等での発信でマルシェ定着を図る。

頸城自動車株式会
社

乗合バス事業 ○ 継続

・高齢化の進行や運転免許返
納者の増加に伴い、これまで
以上にきめ細かな公共交通を
求められる機運の中、住民の
需要を的確にとらえ、利用し
やすく、「乗ってもらえる」
公共交通を再構築する必要が
ある。
・一方、少子化や人口減少、
自家用車の普及が進む中、公
共交通の利用者は減少傾向に
あり安定的な運行を維持する
ための市の財政負担は年々増
大していることから、将来に
わたって持続可能な公共交通
を確保する必要がある。

地域の実情に即した機
能的・効率的なバス交
通ネットワークの整備
を進める。

下記の事業の取組については、上越市次期総合公共交通計画に
沿って、市と連携して取り組む予定です。
1.計画区域　上越市全域
2.計画期間　令和2年度から令和9年度までの8年間
3.公共交通ネットワークのイメージ
・バス路線を基幹となる「主要幹線」、駅と各区をつなぐ「幹
線」、地域内のきめ細やかな移動手段を確保する「支線」に役割
分担し、役割に応じた本数、ダイヤ等を設定する。
・従来のバスに限らず、利用頻度や人数などに応じ、より小型の
車両による「乗合タクシー」等、効率的な運行形態を検討する。
＜各種支援内容＞
　国　　地域公共交通活性化再生法に基づく支援
　　　　地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱に基づ
く支援
新潟県　新潟県バス運行対策費補助金交付要綱に基づく支援
　　　　新潟県生活交通確保対策補助金交付要綱に基づく支援
上越市　バス運行対策費補助金として支援
＜他団体との連携意向等＞
・市と連携し、各区総合事務所や沿線町内会、学校関係等との調
整を図りながら進めていく予定です。

北越急行株式会社
地域ローカル鉄道と
しての利便性向上と
魅力作り

○ 継続

地域の公共交通機関として市
民生活に便利で快適な鉄道輸
送サービスを提供する使命が
ある。また、観光イベントや
観光施設への輸送の役目も
担っている。さらに、移動手
段としてだけではなく、鉄道
を活用した様々なイベントや
ツアーを実施し、多くの楽し
みを提供している。課題とし
ては、小規模な鉄道であるた
め資産が乏しく、他鉄道の力
も借りていかなければならな
い。

地域の皆様に親しみを
持って利用してもらえ
る鉄道として存在す
る。

ほくほく線の特徴である高速性を活かした列車ダイヤを作成し、
速達性を高める。他の鉄道との接続を改善して利便性の向上を図
る。地域のイベントに合わせた臨時列車や車両の増結を行い、利
用者の増加に努める。地域の方々と連携したイベント列車やツ
アーを企画して鉄道を活用した地域の活性化を図る。
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北越急行株式会社
沿線施設割引制度に
よるほくほく線利用
促進

○ 新規

公共交通の利用促進と沿線地
域の観光施設・公共施設の利
用者増加を図ることで交流人
口の増加を図る。

施設・ほくほく線の利
用者増

ほくほく線沿線の観光施設・公共施設の協力を得て、ほくほく線
利用者に対して入場料・使用料を割引する制度を沿線市町と共同
で拡充していく。

しゅしゅクラブ
こども電車、こども
バスイベント

○ ○ 継続

◆課題・・会員のモチベー
ション維持
◆背景として・・・二次交通
の利用促進に関しては、当会
も６年目を迎え、、市民団体
としてのＰＲ活動は多くでき
たと考えているが、当会だけ
で企画、運営を行うことは会
員の高齢化などに伴い、困難
になってきている。また、事
業参加者も年々減ってきてい
るため。

◆目標・・・二次交通
の課題に今一度向き合
い、市民として次の利
用促進のための目標を
たてる。市民として、
二次交通の現状を理解
する。
◆子育て世代、はたら
く世代と二次交通を結
ぶ活動をしていく。
「マナー講座」は継続
していく。（年１回
程）
◆「乗らなくても応援
できる仕組みづくり」
を構築する。（令和4年
までに1サービスを構
築）

◆事業の概要
①こども列車かこどもバスの実施（令和2年度）
②鉄道まつりでのイベント協力（令和２年度）
③「乗らなくても応援する会議」の開催（令和３年度に予
定）

JR東日本鉄道OB会
直江津支部

鉄道を通じた街おこ
し

○ 継続

新潟県で一番最初に鉄道が
走った街なおえつ」としての
鉄道敷設への先人の苦労、明
治、大正期を通じて「一等
駅」であった直江津駅等鉄道
が果たした役割、歴史が忘れ
去られようとしている。

上越地域に残されてい
る「鉄道遺産」の保存
維持活動。その行動を
つうじての啓蒙活動と
駅前商店街の活性化を
図る。

１．五智公園にあるD5175蒸気機関車保存清掃活動を一般市民を
交え行う
２．10月「鉄道の日」駅前商店街協力し開催する
３．信越線無人駅清掃の実施
４．新潟県鉄道発祥の地啓蒙活動（講演等）
５．新潟県鉄道発祥の地石碑建立

株式会社上越タイ
ムス

電子新聞版「つな
ぐ」プロジェクト推
進

○ ○ ○ 継続
首都圏在住の上越出身者たち
が望むふるさと貢献と情報発
信の機能を提供したいため。

電子新聞を活用した首都圏在住の上越出身者との「つなぐ」プロ
ジェクトの展開。
紙媒体の月刊上越や通販カタログ事業に替え、電子新聞などでデ
ジタル情報の受発信の機能性を高める。
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株式会社上越タイ
ムス

高校２年生向け地元
企業ガイド発行

○ ○ ○ 新規

高校生やいったん進学した学
生をいかにふるさと上越の人
材として受け入れることがで
きるかは第一級の課題と考え
るため。

高校２年生向けの地元優良企業情報を掲載したガイドブックの無
料配布…初回のガイドブックを令和2年1月中に上越3市の高校生
と特別支援学校の生徒、並びに専門学校の学生計27校約3,000人
に無料配布。予定を上回る53社を紹介した。前者の電子情報もガ
イドフックに掲載（QRコード）し、上越タイムスホームページで
気軽にアクセスできるようにした。2年目は紹介企業数を増や
す。

株式会社上越タイ
ムス

上越出身者と故郷上
越をつなぐ「扉」HP
の新設

○ ○ ○ 新規

首都圏在住の上越出身者は故
郷情報の取得を希望してい
る。双方向受発信の窓口を
ホームページに設ける。

上越地域の出身者と故
郷をつなぐ「扉」づく
りを目標とする。

上越タイムス社が2012年度から取り組む首都圏在住の上越出身者
との「つなぐ」プロジェクトの一環として、令和2年度1月6日付
でホームページを一新。画面で毎日更新の故郷ニュースを見るこ
とができ、タイムス紙面でも掲載する気軽な「投稿」コーナーも
設けている。月間上越を首都圏の15,000人に届けた実績を踏ま
え、一般的な不特定多数ではなく、特定少数の人たちとの絆を深
める。

上越市まちづくり
市民大学OB会

まちづくり市民大学
事業

○ ○

まちづくりの人材は継続して
実施していく必要がありま
す。市では平成２２年度まで
まちづくりの人材育成のため
に市民大学を開催してきまし
たが平成２２年度を持って廃
止しました。その後継続した
人材育成の重要性を鑑みてま
ちづくり市民大学OB会が市民
大学を継続しています。

総合的なまちづくりの
中心となる人材を育成
していくことを目標と
しています。本事業は
模索しながら実施して
いく事業ですので具体
的な数値等の目標は設
定していません。

事業の内容：上越市が面している課題をゼミ形式で学習していき
ます。
実施方法：年間７回程度の講座を開催して行きます。課題別にグ
ループに分かれて課題の背景や問題点を探り改善点を話し合って
いきます。女性が社会のあらゆる分野において活躍してもらうこ
とが必要ですがこのための人材育成の計画がどこにもない現状か
ら、女性の人材育成に関しても取り組みたいと考えています。
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上越青年会議所 JOETSU FESTIVAL ○ ○ 新規

上越には自然と歴史からなる
豊かな恵みがあります。その
恵みは、農作物、海産物、寺
社仏閣、芸能文化、観光資源
と様々に展開しています。と
ころが、この誇るべき恵み
は、市民をはじめ多くの人々
に周知されていないように感
じます。それは若者の市外流
出にもつながっているのでは
ないでしょうか。このような
現状を思います時、今までに
ない内容の事業を企画して上
越の恵みを発信し、市民の誇
りと愛着心の向上につなげた
く考えます。

動員数1万人。市の活性
化、交流人口の増加。

・地元出身のアーティストによるライブ
・地元の食材を生かした参加型食イベント
・地元で活躍される方によるアクティブスポーツ体験を同時開
催。
・子供向けスポーツ教室
・スポーツ少年クラブチームのボランティア活動場の提供

33


